
インド・ ロバ ー トガンジにおける日食

大越 治

0バー トガンジは、 ヒンドゥ ー 教の聖地バラナシ（ペプレス）の南、 皆既帯のほぽ中心線上

にある小さな町（北緯24度40分59. 7秒、 東経83度03分52. 8秒、 標高364m)である。

＊ 不安と期待のインドへ

21日（土）に成田を発ってカルカッタからインドに入った私たちは、 夜行寝台特急が遅れた

ため、 22日（日）の正午過ぎにバラナジに到着。 ここで昼食を取り、 私たち東京理科大学OB

隊全員と明治大学OB隊の一 部は、 そのままバスでロバートガンジに向かった。 残った明大0

B隊の一 部は、 休息のためにバラナジに一 ｝白することになる。

バラナシからロバートガンジヘの道は、 決していいとは言えない。 それでも、 広大なデカン

高原の北東にできたシワのような丘陵地帯を越えて、 通常なら2時間半も走れば到着する。 し

かし、 折りからのデュワリ（カー リ女神のお祭り）による渋滞のため、 バラナシから出るのに

手問取り、 約4時間の道中になってしまった。

私たちが宿泊するホテル ・ サペラは、 ロバートガンジで唯 一のホテルである。 ここは理科大

隊・明大隊の他、 PTSのグル ー ブがほぽ惜り切り、 残った5部屋には、 カルカッタの気象台

の観測隊が宿泊していた。 インド式のホテルであるが、 食事は上閃、 熱いお潟が出るなど、 快

適に2泊を過ごすことができた。 ただ、 暗くなると蚊が出てくるので、 日本から持参した蚊取

り線香とゴキジェットは、 大活躍だった。

＊ 順調なリハ ー サル

23巳（月）は観測リハ ー サルを行う。 日食前日の細い月に続いて、 真っ赤な太陽が東の地平

線から昇ってくる。 インドの空の透明度はそれほど良くはない。 低空の太賜は、 線香花火の玉

のように真っ赤であった。 雲ひとつない快膳の空に太陽が高くなるにつれて、 気温はぐんぐん

上がる。 秒信号とコマンドのアナウンスが流れる中、 各自の機材のチェックや撮影の構図の確

認が予定通り行われた。 メンバーの一 人が持参したテイスタ ー フィルタ ーを、 みんなで並んで

代わるがわる覗く。 目立って大きなプロミネンスはないが、 鷲異的に落ちついたジ ーイングで、

太陽の縁のスピキュールが一本一本、 毛羽立つように見える。

リハ ー サルの後は昼まで、 町を散策したり、 体を休めてのんびり過ごしたり、 各自自由に過

ごす。 昼食の時、 ここに宿泊するPTSのグル ー プが到蓄する。 結局、 この晩、 ホテル ・ サペ

ラに宿泊した日本人は57名であった。 ロバートガンジの町はデュワリのための電飾がきらめき、

あちこちで爆竹が鳴っていたが、 明日の観測に備えて早めに就唸する。
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＊ 完璧な、 しかし余りに短い皆既

24日（火）日食当日。 4時前に起床して、 観測滉所の屋上に上がると一 番乗りだった。 赤道

儀の極軸を調整している間に人数が増え、 高く上がっているカノ ーブスなどの星野写真を撮影

するメンバー もいる。

薄明、 そして日の出。 今日も営 一つない快睛だが、 昨日に比べると地平線の上10度くらいま

でが少し茶色っぽい。 気温は18度を下回っていて、 涼しい感じがする。

第一接触。 太陽は上から次第に欠けていく。 食が進むにつれて、 烏がねぐらの木に戻ってい

くのが見える。 やがて蚊が出てきた。 明げ方使っていてまだ火が残っている蚊取り線香が役に

立つ。 気温が下がり始め、 影の半影部分が縦と横とで違って見えるようになる。

第2接触。 「金星！金星！」 「わあ 一 つ、1.5iつぶつに切れている。 ペ イリーピー ズだ！」

「あっ、 コロナが見えている！」 ・ ・ ••ぐっと我慢して足元を見る。 ジャドー バンドだ。 太陽に

向かって打ち寄せる波のように、 足元のコンクリー ト上を流れていく。 続いて背後から頭上に

目を移す。 肯黒い影が、 広がった投網のようにかぶさって来た。

本影錐に引きすられるように東の中天に視線を移すと、 濃紺の空を背景に、 銀線を編んだよ

うなコロナがあった。 その下には金星が明る＜輝き、 さらに下の地平線はオレンジに染まって

いる。

コロナから目を離さすに、 コマンドの足立さんの声が10を数えるのを待って、 シャッターを

切り始める。 シャッタ ー スピードを変える時も、 レリ ー ズを押す時も、 コロナから決して目を

離さない。 一度だけちらっと手元を見た。 シャッター ダイアルの数字が読める明るさだ。 4秒

露光の2コマ目を切ってすぐ、 双眼鏡を目に当てる。 銀ねす色の無数の光線が踊っている。 内

部コロナが眩しい。 東西に伸びて急速に暗くなるストリ ーマー を見て、 南北のプルー ムを見て、

あー ピンクのブロミネンスが ・ .. と思う間に西側が急に明るくなってきた。 早くコロナの印象

をピデオに録音しなくては ・ ・ ・ ・ 「コロプの形は ・ .. あっ、 ダイアモンドリングだ！」

第3接触。 急いでピデオを広角側にズ ー ムアウトする。 肉眼では去って行く本影錐は認めら

れなかった。 ジャドー バンドを確認する余裕はなかった。

終わった。 短い。 ほんの一呼吸か二呼吸ぐらいにしか感じられなかった。 あたりは急速に明

るくなっていったが、 体感温度は追随せましばらくは肌が涼しく感じた。

ホテル ・ サペラの屋上で観測した我閃の他に、 明大グル ー ブとPTSグル ー プの大部分は、

近くにあるRSMインターカレッジの校庭で観測を行った。 この校庭では他に四季の旅行社の

グル ー プと現地の方閃が集まった。 また、 ホテル ・ サペラの屋上から北東に見える小学校の屋

上には、 アショカ ・ ツア ー ズと思われる十数人のグル ーブが見えた。 サペラに宿泊しなかった

人閃は、 いすれも当日の朝、 バラナシから移動してきたものである。 カルカッタの気象台のチ

ー ムは、 サベラより南西の、 より中心線に近い学校の屋上で観測している。

日食天気階級表で「4」がつく皆既は、 1991年以来である。
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